
 

 

 

 

教育学部附属教育実践総合センター 地域実習担当の水野裕美特任教授と齊城勝美特任教授が、これまで
の取り組みを昇華させ、「教師力養成サークル『教師のたまご』」を立ち上げました。めざす教師力養成の内容を
「授業力」「受かる力」「即戦力」の３つに分け、希望する学生を対象に 11月から活動を実施しました。 

                    

                    

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動の様子】 

10月末の募集開始から 3月末現在までに、「授業力
UP」グループには 21名、「受かる力 UP」グループ
には 65名、「即戦力 UP」グループには 92名の学生
が登録・参加しました。 

「即戦力 UP」グループ 

 4月から教員になる 4回生を対象に、11月から
活動を開始しました。卒業前の今できる準備として
「初任者の心構え」や「教師の仕事」「年間計画の
見通し」「所見の書き方」などを知ることにより、
心にゆとりをもって着任できるよう講話に耳を
傾ける学生の姿がありました。 

「授業力 UP」グループ 

 １回生～4回生までの申込者について、基本実習を
経験したグループと未経験グループに分け活動しま
した。主に、指導案を作成したり模擬授業を行った
り、また、授業における ICTの有効活用について考え
を出し合ったり、具体的に ICT を活用できる場面を
想定した操作技能等の研修を行いました。 

「受かる力 UP」グループ 

 教員採用試験合格に向け、採用試験情報の共有はもと
より、実際に過去問を解くことや、小論文や面接の練習
に取り組みました。自治体による採用試験時期の早まり
や試験方法の変更、３年生受験の導入等を受けて、春休
み期間も継続して活動しました。 


